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研究方法  

 
・実用英語技能検定を合格している人を対象にした英検
の学習についてのアンケート実施
　　　　　　  ⇓
　アンケート結果をふまえ、Listening Test を実施

・英語を話せる人、教える人、得意な人に英語を
　勉強するときに重要な点をインタビュー

仮説 
英語を伸ばすためには実際に英語での会話をしたり、
毎日英語の勉強をする。
コツコツ積み重ねをすることが大事。

 
 

参考文献
英検（実用英語技能検定）｜公益財団法人 日本英語検定
協会 (eiken.or.jp)
旺文社リスニングアプリ「英語の友」｜英検・TOEIC英語資
格対策

研究の目的  
・短期的な学習でどれだけ英語を伸ばせるのか
　効率よく勉強をすすめる方法を見つけるため  

結果 
☆アンケート延岡高校２年生を対象

　①検定取得に向けた勉強方法について複数回答可

　一回目（26人）　　　　  二回目（31人）

　
　②英語学習における苦手な分野複数回答可

☆Listening Test
　延岡高校２年生を対象　各グループ10人ずつ

　グループA　3日ごとにテストを受ける
　グループB　2週間ごとにテストを受ける

☆インタビュー
　　延岡市のALTの先生、延岡市在住の外国人、英語話者(日本人含む)対象

　①多言語を学ぶ上で大切にしていること
　　実際に使ってみる
　　単語を覚える
　　毎日コツコツ勉強する　

　②日本人の英語力が伸びない理由
　　実際に英語を話す機会が少ない
　　文法を考えながら話し、完璧にしようとしている     
　　苦手意識がある
 
　③SpeakingとListeningを伸ばすにはどうすれば良いか
　　とりあえず話してみる、実際に海外に行く、
　　一人で勉強しない、バランス良く勉強する
  

考察  

実験の結果から実用英語技能検定２級に合格した人が取
り組んだ勉強として単語や熟語が一番多く、このことは、
日常の授業や日々の勉強が反映されている。
そして、延岡高校生はリスニングを苦手とする人が多く、
勉強不足だと分かり、リスニングテストから、短いスパンで
取り組んだ人のほうがより良い成績を残すことができ、リ
スニングにだけでなくそれ以外に関しても、短期間で定期
的に取り組むことで成績の向上することが分かった。

結論 

短期間で実用英語技能検定２級に合格に近づける方法は
見つけられなかったが、短期間で効率的に英語力を向上
させるためには、毎日コツコツと単語や熟語の学習を続け
ることが重要であり、リスニングの練習も定期的に行うこと
が効果的であると結論づけ、将来的な英語力向上にも寄
与すると考えられる。
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